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１ はじめに 

 兵庫県立山崎高等学校は、宍粟市に位

置し、創立１０８年の伝統を誇る地域の

中心校である。森林環境科学科（林業）、

生活創造科（家政）、普通科の３学科を有

し、県下でも数少ない専門学科と普通科

が併設されている全日制の高等学校であ

る。 

 本校は、平成２５年度より NIE実践校

の指定を受けた。生徒は、総じて語彙力

が弱い傾向にあり、日本語、英語を問わ

ず、「文章を読む」習慣が身に付いていな

い生徒が多いことに端を発する。本実践

に期待されるのは、新聞記事を読み、情

報を読み取る意義と達成感を実感させる

ことである。「読む」ことが、課された「学

習」ではなく、自分の興味のあることや、

生きていくために必要な情報を入手する

ための「手段」であると認識できれば、

本実践が一過性のものではなく、その後

の文字に触れる習慣を醸成するための有

意義なものとなるだろう。 

 

２ 取り組みの概要 

① 学年としての取り組み 

当該学年では NIE実践校の指定を受

ける以前より、朝学習として、新聞のコ

ラム要約に取り組んできた。生徒の要約

した文章を各ホームルーム担任が添削し、

返却後、コラム要約用のファイルに保存

させている。 

  

当初は読み慣れぬコラムに戸惑う生徒

も多かったが、継続するうちに抵抗感も

薄れ、ホームルーム担任のコメントを楽

しみにする生徒も増えた。NIE実践校の

指定を受けたため、扱える新聞コラムの

種類が増え、生徒がより興味を持てるコ

ラムを選定できるようになったことは僥

倖であった。 

 

② 教科としての取り組み 

 本校の「コミュニケーション英語Ⅰ」

の授業内にて、英字新聞を活用して情報

を読み取る訓練を行った。英語科教員と

しては、この②の実践が主の研究テーマ

となる。当該学年普通科は、全員が英和

辞典グランドセンチュリー（三省堂）を

購入している。語彙力をつける、という

目的に加え、「辞書を引いて課題を達成し

た」成功体験から、辞書を引く習慣をつ

けることを目標とした。次項は指導案と

使用したワークシートである。  



第１学年 コミュニケーション英語Ⅰ（NIE）指導案（略式） 

１． 題材 “Typhoon, landslides devastate Oshima” 

Mainichi Weekly (10/26/2013) 

２． 対象 １年６組 男子２３人 女子１７人 

３． 日時 平成２５年１１月７日（木）４時間目 

４． 授業の狙い 

① 辞書を活用して、情報を適切に読み取ることができる。 

② タイムリーなニュースを英語で読むことにより、英語を「教科」としてではな

く、日常的に情報を入手するための「手段」であると認識する。 

③ 災害に関する語彙を増やす。 

５． 評価の観点 

① コミュニケーション

への関心・意欲・態度 

② 外国語表現の

能力 

③ 外国語理解の

能力 

④言語や文化につい

ての知識・理解 

６． 指導過程 

段階 時間 活動内容 指導上の留意点 評価 

導
入 

 

 

１０分 

トピックに関する Oral 

Introduction の後、本時

に取り扱う記事の内容に

関連した英語のニュース

動画を見る 

災害に関する専門用

語が多いため、キー

ワードの指導は丁寧

に行う 

③④ 

ニュースで使用

される早い英語

を聞き取れてい

るか 

展
開 

 

 

 

 

 

 

 

３７分 

ワークシートに示された

キーワードの発音、意味

を全員で確認する 

生徒の語彙力を大き

く超えているキーワ

ードのみの紹介に留

めておく 

①③ 

積極的に発音に

取り組んでいる

か 

グループで辞書を活用

し、情報を読み取り、ワ

ークシートの質問に答え

ていく 

机間巡視中、教師か

らの指導は全て英語

で行う。生徒同士の

日本語の使用は可能

とする 

①②③④ 

グループでの活

動に積極的に取

り組み、本文の内

容を理解してい

るか 

グループごとに答えを板

書し、クラス全体で確認

する。Q8では、個人を指

名し、意見を全体で共有

する 

挙手で回答させる

が、必ず全てのグル

ープが発表できるよ

うにする 

①② 

協力して目標を

達成できたか 

ま
と
め 

 

３分 

ワークシートを提出する Q8 を発表できてい

ない生徒の意見を確

認し、後日コメント

と共に返却する 

① 

活動に積極的に

取り組んでいた

か 



平成２５年９月１２日（木）実践 

 

平成２５年１１月７日（木）実践（前ページ指導案参照） 



本校の生徒、特に１年生にとって、新

聞の記事を英語で読むのはかなりハード

ルの高い活動である。従って、活動に使

う素材は、その時点ですでに生徒がテレ

ビのニュースなどで見聞きした可能性が

高いものを選んだ。また、大型テレビで

ニュースに関連したビデオクリップを見

せ、背景知識を映像から導入しておいた

ことも、読むことに対する抵抗感を弱め

る効果があったようだ。（動画を利用する

場合はストリーミング配信に限定し、著

作権法に配慮した） 

各グループでの活動では、辞書を活用

しながら、協力して課題に取り組めてい

た。やはり文章のレベルが高く、キーワ

ードを導入しても読み取りに苦労してい

るようだったが、グループ内の誰かが答

えを導き出した時には、称賛し、認め合

う姿が見られた。こちらの予想を上回っ

て熱心に活動し、導き出した答えが全て

正解だったグループの中には、互いにハ

イタッチをして喜ぶ者もいたほどで、実

践者としても驚かされた。 

 

③ ホームルーム担任としての取り組み 

特に気になった記事に関しては、ショ

ートホームルームで紹介し、教室に配置

した。大学進学希望者を主とするクラス

を担当していたため、入試の時期などは

センター試験や大学入試の問題と解説が

載った新聞が役に立った。やはり、家庭

で自発的に読ませることは難しいが、指

導者から読む目的と読む対象を限定され

ていれば、興味を持って読む生徒が多く

なるように感じられた。 

３ 実践の感想と今後の課題 

 最初にNIE実践校の指定を受け、英語

科での実施を打診されたときには、「かな

り難しいだろう」というのが第一印象で

あった。英字新聞で扱われる語彙と、生

徒の語彙力の乖離が大きく、達成感を感

じさせる授業をするには、素材が難しす

ぎるのではないかと思ったためである。

それでも、辞書の有効活用と、英語を「目

的」ではなく「手段」として使う良い機

会になると考え、実践してきた。感想と

しては、案ずるより産むが易し、とでも

言うべきか、生徒は生き生きと活動し、

当初の目的は達成できたと言えるだろう。

新聞の記事というのは、教科書や問題集

の素材と比べて、生徒にとって身近で、

タイムリーで、実生活との関連を感じさ

せるものであり、これが、難しい文章で

も生徒が興味を持って取り組めた理由だ

と考える。 

 今後の課題は、実施回数を増やす、ま

たは、より有効な活用法を考えることで

ある。英語科の実践としては３回の授業

を予定していたが、臨時休校の影響で２

回に留まってしまった。また、「新聞の情

報を読み取る」段階に留まり、「読み取っ

た情報から、自分の考えを述べる」まで

には昇華できていない。２年次では、コ

ミュニケーション英語Ⅱの授業内で、英

語ディベートの指導を予定しており、新

聞記事から controversialな（賛否両論あ

りそうな）トピックを選び、ディベート

の論題として活用したい。 

 


